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■ 研究目的 

本研究で用いる「短波ドップラー（HFD）観測」は，短波帯の電波を電気通信大学調布キャンパスから送

信し，電離圏で反射され変調を受けた電波を国内の複数地点で受信することで，電離圏の鉛直方向の運

動を計測するためのシステムである．2023年 3月現在，惑星プラズマ・大気研究センター（PPARC）附属

の飯舘観測所を含む，日本国内 10地点で受信機が稼働している．本研究は，このネットワーク観測を用

いて，中緯度電離圏 F 領域で観測される伝搬性電離圏擾乱，極域電場の中緯度への侵入過程（特に緯度

減衰の性質），スポラディック E や太陽フレア，太陽電波バーストに伴う下部 E 領域，D 領域の変動を

調べることを目的とする．また，これらに加え，HFD 観測の感度の高さを活かして，地震や津波，火山噴

火に伴う電離圏変動に関するデータ解析も行う． 

 

■ 進捗状況 

本年度は，従来のアナログ受信機との入れ替えを想定して，ソフトウェア受信機を用いたデジタル受信

システムの開発を行った．具体的には，別予算によって，ソフトウェア受信機，GPS基準信号発生器を導

入し，データ処理用のパソコンと組み合わせることによって，新しいデジタル受信システム 1 式を製作

した．2022 年 6 月に受入教員である PPARC の三澤准教授とともに PPARC 附属飯舘観測所を訪問し，2009

年から設置しているアナログ式受信機を，新たに製作したソフトウェア受信機に置き換える作業を行っ

た．受信機の交換後も観測は順調に行われており，ネットワークを介したデータの準リアルタイム転送

も問題なく継続できていることが確認できている．また，新しいデジタル観測システムによって，従来の

アナログ式の受信機を遥かに凌ぐダイナミックレンジの観測が行えることも明らかになっている．この

デジタル受信システムは，従来のアナログ式の受信機よりも小さく，可搬性が高いものであるため，この

システムへの置き換えが可能になることが確認できれば，これまでよりも安価に観測点が設置でき，観

測範囲をさらに広げることが期待できる．これまでに得られたデータの解析については，スポラディッ

ク E や火山噴火，台風，に伴う電離圏変動を中心に解析を進めている．その結果は 13件の研究発表とし

て公表されている．また，2022 年度は 2編の論文が発表されている．  
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